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「ユビキタス」へのパラダイムシフトと
アプリケーションプラットフォームAP@PLAT

坂本　明史　　　中澤　修

｢ユビキタス｣という語は，Mark Weiserの提唱したコ

ンセプト1）である｢ユビキタスコンピューティング｣で有名

になった。しかし，最近は，ユビキタスコンピューティ

ングと関連する多くのコンセプトが融合し2），また，｢ユ

ビキタス｣という語を｢遍在する｣，あるいはそれを言い換

えた｢いつでもどこでも｣という単なる修飾語として使う

場合も含まれて来ている。このように「ユビキタス」と

いう語は，文脈によって，技術的コンセプトや，｢ユビキ

タスネットワーク社会｣のような社会的なビジョン，ある

いは時流の広告宣伝用語が混ざり合い漠然と｢次の時代の

ICT（Information Communication Technology）｣と

いうニュアンスの語として使われるようになっている。

本稿では，ユビキタスという変化の特徴について整理・

考察し，ユビキタス的な次世代のアプリケーションシス

テムを構築するためのプラットフォームが，どのような

機能を提供すべきかについて述べる。そして，沖電気が

提唱するアプリケーションプラットフォームである

AP@PLAT®＊1）3）でのユビキタスの取組みについて述べる。

｢ユビキタスネットワーク社会｣という場合の｢ユビキ

タス｣には，ネットワークという新しい社会基盤に支えら

れた新しい社会，特にネットワークが隅々にまで広がっ

た社会という意味合いと，Mark Weiserの提唱したパラ

ダイムシフトとしての｢ユビキタス｣（情報技術があらゆ

る実世界に透過的に埋め込まれ，人の活動と融合してい

る）という意味の両方が混在されている。ここでは前者

を広義のユビキタスと呼び，後者を狭義のユビキタスと

呼ぶ。

広義のユビキタス，すなわち，インターネットを中心

とする社会全体のネットワーク化は，電話，鉄道，自動

車などと同等の社会基盤の変化であり，メールやウェブ

による情報伝達や電子政府あるいは電子商取引に見られ

るように従来の社会活動の電子化を促している。また，個

人レベルにまで情報の双方向性が行き渡り，かつ低コスト

であるという従来の社会基盤になかった特性は，ソシア

ルネットワーキングやネットオークション，マイクロペ

イメントといった新しい社会活動も生み出した。さらに，

電話や放送といった独立したネットワーク上にあるサー

ビスも，この新しい社会基盤であるIPネットワーク上へ

融合し始めている。

ブロードバンドや携帯電話の浸透，無線LANなどの新

しい無線技術により，ネットワークは一般の人がいつで

もどこでも使えるようになったため，これらもユビキタス

という語で呼ばれるが，本質は，社会基盤の変化，新し

い社会基盤上への技術や活動のコンバージェンス（収束，

集約）である。多様なネットワーク環境の上で，利用者

が移動しても，いつでもどこでもシームレスに，新しい

社会基盤であるネットワークへの接続を可能にするとい

う意味でのユビキタスである。

一方で，センサネットワークや，RFID（Radio

Frequency IDentification 無線ICタグ）を利用したコ

ンピューティング環境もユビキタスと呼ばれる。これら

も無線ネットワーク技術を使うが，本質は，単なるシー

ムレスなネットワークの拡大ではなく，情報技術と実世

界の融合という，本来のユビキタスコンピューティング

へのパラダイムシフトである。この狭義のユビキタス自

身も，センサネットワークやRFID以外に多くの分野を含

む包括的なものであり，数多くの研究がなされてきたが，

筆者らは，狭義のユビキタスでは次の二つをパラダイム

シフトの重要なポイントであると考えている。

①実世界との入出力の多様化

センサやアクチュエータあるいはICタグを使い，シス

テムが実世界上の多くの物と直接インタフェースできる

ようになる。また，人間とのインタフェースも，従来型

のキーボードやマウス，ディスプレイだけでなく，たと

えば顔を振り向けるだけで視線方向の壁に情報が映し出

されるといったような，実世界の物を使ったインタ

フェースが実現され，また動きや香りなども通信や処理

｢ユビキタス｣の捉え方

は　じ　め　に

＊1）AP@PLATは沖電気工業（株）の登録商標です。
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の対象となる。これに伴い，一部の端末は目的別の単機

能化や専用化が進み，無意識のうちに一人で同時に多様

な組み込み型機器を使うようになる。

②ネットワークの多様化と無線化

上記の多様な機器類は，従来ネットワークにつながっ

ていなかったものである。頻繁に移動して使用するもの

も多く，これらの機器をネットワークに接続するために，

無線LAN，WiMax，UWB，ZigBeeといった技術がます

ます普及すると考えられる。これら無線系ネットワーク

の上でもIP化は進み，ネットワーク社会基盤の拡大や，IP

系の既存技術の利用が行われるが，一方で，センサネッ

トワークやアクティブタグなど小型の装置では，消費電

力や実装上の理由でIP化されない部分も残ると思われる。

狭義のユビキタスでは実世界の情報を直接システムに

取り込む事により，従来のシステムで実現できたものと

は異なる新しいソリューションを提供できる点で新しい

パラダイム（考え方）である。

このように，「ユビキタスネットワーク社会」を実現す

るための情報通信技術には，次の2つが求められている。

①電話や放送などのサービス，多くの社会的活動を，ネッ

トワークを土台とする新しい社会基盤へコンバージェ

ンスし，色々な機器からいつでもどこでも利用可能に

する技術（広義のユビキタスの実現）

②実世界をシステムに取り込むためにさまざまなセンサ

や入出力機器あるいは無線ネットワーク等に総合的か

つ統一的に対応する技術（狭義のユビキタスの実現）

次章以降では，このような変化に即したアプリケーショ

ンシステムを効率良く構築するためのプラットフォーム

について述べる。

広義と狭義のユビキタスへの変化を取り込んだアプリ

ケーションシステムを，効率よく開発するには，前記の

ような新しいコンセプトをアプリケーションシステムか

ら容易に利用できるための，ユビキタスに対応したプラッ

トフォーム提供が重要である。

以下では，広義，狭義のユビキタスの変化を踏まえた

アプリケーションプラットフォームの姿について述べる。

広義のユビキタスの視点ではいつでもどこでもシーム

レスで透過的なネットワークアクセスやモビリティが提

供されることが重要であり，プラットフォームとしては

次の点が要求される。
●無線を中心とする多様なネットワークへの対応
●種々の無線の環境の下で使用される携帯電話, その他

のデバイスでの，IP通信やWeb，あるいは音声通信や

映像通信などの透過的な提供

狭義のユビキタスの視点では，さらに，従来のプラッ

トフォームにはない，以下のような特徴的な機能が必要

になる。
●多種・多様な装置やセンサ､タグなどさまざまなものを

ネットワーク化する無線ネットワーク
●多数のセンサ，タグ，アクチュエータなど新しい入出

力のサポート
●多種・多様な組込み型の機器のサポート
●センサ情報や位置情報など実世界情報に基づく，コン

テクストアウェアネスの提供
●ネットワークのセキュリティに加え，生体認証や実世

界のセキュリティのサポート

以下で，ユビキタスの視点でみたプラットフォームの

持つべき機能について述べる。

（1）無線ネットワーク

無線ネットワークは，インターネットへの接続性をい

つでもどこでも可能にする面と，従来とは異なるさまざ

まな物をネットワーク化する両方の面で，プラット

フォームの重要な構成要素となる。企業，家庭やホット

スポットでの無線LANやUWB，さらにミリ波などの超高

速通信，センサネットワークでのZigBee，また広域では

3Gと並んで，WiMaxなどが必要となる。

（2）クライアント環境

機器のモバイル化，多様化，機能分散化が起こり，小

型の機器が増えるため，ここに埋め込み型のプラット

フォームが必要になる。OS，ネットワーク以外にイン

ターネットサービスのブラウジングやシームレスなトリ

プルプレイ（音，映像，データの統合通信）サービスが

利用可能なクライアント側のプラットフォームが必要で

ある。

（3）大量のタグやセンサの収容

タグやネットワーク上の多数のセンサは，これまでの

ネットワーク接続される機器と比べ数が多いため，個別

に扱うだけではなく，集約して扱う機能，たとえば，セ

ンサ群からのデータをひとまとめにするセンサエッジ機

ユビキタスを実現する
アプリケーションプラットフォーム
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能と呼ばれるミドルウェアが必要になる。また，センサ

の生のデータ値そのものを個別にアプリケーションで解

釈せずに，誤差データの切り捨てや，電波の強さを解釈

して位置情報に変換するなど，データの意味する情報を

抽出する機能が必要になる。

（4）多様な機器の収容

ユビキタス環境では，多様な機器がつながるが，これ

らは，必ずしもPCのような類似の特性をもっておらず，

処理能力，ディスプレイ能力（モノクロ，カラー，さらに

は立体映像）やその他の機能が異なり，また，ネットワーク

の状態によって通常どおり利用できる場合，つながらない場

合，状況が悪い場合などがある。これらの多様性を吸収する

ために，実際の機器ではなく，いったん機器を仮想化するプ

ロキシと呼ばれるソフトウェアサービスで受け，その時点で

利用可能な機器の能力の範囲で利用するようなプラット

フォーム機能が必要となる。電話を例とすると，相手の

端末を直接呼び出すのではなく，プロキシによりその時

点で最適な固定電話，携帯電話，あるいは，PC上の電子

メールなどへ繋ぐことが行われ，音声や画像も相互の端

末能力に応じて適切な品質に変換される。

（5）コンテクストアウェアネス

コンテクストアウェアとは，実世界から得られる位置

やセンサの情報により，アプリケーションが状況に応じ

て異なる振る舞いをするアプリケーション動作モデルで

あり，プラットフォームにはこのための機能が必要になる。

また，実世界のコンテクストは，アプリケーションとは

独立に変化するため，従来型のWebを中心とした，利用

者からの要求に応じたサービスを提供するリクエストレ

スポンス型に加え，リアルタイムなイベントドリブン型

のアプリケーションモデルが必要になる。

（6）セキュリティ

ユビキタスプラットフォームでは，ネットワークセキュ

リティと共に，ネットワーク環境と実世界とのインタ

フェース部分でのセキュリティ（たとえば生体情報を使っ

た個人認証，センサ，監視など）を統一的に提供するこ

とも重要となる。

沖電気は，コンバージェンスした新しい社会基盤上のe

社会®の実現に向け，電子商取引，音声，データ，映像や

放送をひとつのネットワークで扱うトリプルプレイなど

情報通信融合ソリューションの提供に取り組んできた。そ

のためのプラットフォームとして，AP@PLATを提唱し，

電子決済，CTI，VoIP，映像配信などのコンバージェンス

技術を生かしたプラットフォーム商品群を提供している。

以下では，ユビキタス時代に向け，前述したユビキタス

プラットフォームに必要な機能を取り込んだアプリケー

ションプラットフォームAP@PLATについて述べる。

AP@PLATでは，ユビキタスに特徴的な機能・構成・

性質を持つアプリケーションを実現するため，図1に示す

AP@PLATにおけるユビキタス

図1 ユビキタスを実現するAP@PLAT構成概要
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＊2）eおと，は沖電気工業（株）の登録商標です。＊3）NetFrontは日本国およびその他の国における（株）ACCESSの商標または登録商標です。その他，文中に記載されている会社名お
よび商品名は各社の商標または登録商標です。

レイヤモデルにより，ユビキタスプラットフォームを提

供する。下位レイヤから順に，クライアント環境，ネッ

トワーク，メディアサービス，アプリケーション，そし

て，その上に，ユビキタスソリューションを実現するた

めの各種API群が提供される。

（1）クライアント環境レイヤ

前述したとおり，組込み機器は重要なシステムの構成

要素となるため，クライアント機器の開発用プラット

フォームを提供する。現在，携帯電話／情報家電などの

組込み機器でトリプルプレイサービスを実現する環境と

して，｢eおと®＊2）｣をコアとする沖電気のリアルタイムメ

ディア技術とACCESS社のNetFront®＊3）を統合したユビ

キタスクライアントプラットフォームを開発中である。さ

らに，今後は音声・映像コミュニケーション機能やWeb

サービスの実行に必要となる端末のプラットフォーム機

能を順次提供する。

（2）ネットワークレイヤ

無線の重要性をふまえ，音声・映像などのリアルタイム

優先制御機能を搭載した無線LANのアクセスポイント

MWINSや，ZigBeeによるセンサネットワーク製品群を

提供し，IPネットワークの拡大と，センサなど実世界に

浸透した多くの機器の接続環境を実現する。

（3）メディアサービスレイヤ

トリプルプレイ環境を実現するためのメディアサーバ

環境として，SIPをコア技術としたソフトスイッチ／映像

配信サーバ／音声制御サーバなどを提供する。さらに，実

世界に配置された各種センサから収集される位置や特性

などの情報を管理し，リアルタイムなイベント情報をア

プリケーションに伝達するセンサエッジサーバ機能を提

供する。

（4）アプリケーションレイヤ

コンテクストアウェア型のユビキタスアプリケーション

を構築するための情報通信融合アプリケーションサーバ

環境を提供する。利用者とネットワーク上の情報やアプ

リケーションサービスへのアクセス環境となるポータル

サーバ，およびユビキタス環境に特有の位置情報管理や

認証などのアプリケーション固有サーバと連携し，コン

テクストを理解して適切な処理を行うプロキシ機能など

により，ユビキタスアプリケーションに特有の構築環境

を提供する。

ユビキタスネットワーク社会は，いつでもどこでも使

える新しい社会基盤としてのネットワークと，Mark

Weiserやその他の研究による実世界と情報技術の融合や

機器装置の多様化というパラダイムシフトの両方を巻き

込んで実現に向かっている。

この新しい時代のアプリケーションでは，実世界の｢物｣

がシステムに取り込まれることで，物理情報や多様な機

器といった従来の情報システムでは扱っていなかったよ

うな概念が導入されるため，アプリケーションを効率的

に開発し，ユビキタスの恩恵を得るためには，本稿で述

べたような，ユビキタス時代のプラットフォームの確立

が重要となる。実際のシステム構築への適用を通じて技

術を確立し，ユビキタスネットワーク社会の実際のシス

テムを一歩ずつ実現していきたい。 ◆◆
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お　わ　り　に

WiMAX 
IEEE802.16による広域ブロードバンドアクセス規格の別
名（愛称）。業界団体WiMAX Fourmによって同規格の
相互運用性を保証されたものがWiMAX準拠とされる。
Worldwide Interoperability for Microwave Accessの略 
 
UWB 
Ultra Wide Band: 非常に広い帯域の電波を使う近距離高
速通信方式 
 
ZigBee 
センサネットワークに用いられる省電力低コストの無線
方式 


